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臨床心理学的研究として， CMI ・ MPI の各検査を鏡映描写テストの前に施行した。
低血圧群について CMIの深町分類により， 1 , n 型を無愁訴群，皿，町型を有愁訴群として，各群
と鏡映描写テストの結果との関連について検討した。
その結果，作業時間や誤描写時間，誤描写回数などの task performance と，有愁訴・無愁訴各群
との関係は，特にかたよりはなく有意の差はみられなかった。血圧の変化との相関については無愁訴
群では，血圧の変化についての分類で皿型が最も多く I 型や町型はほとんどみられなかった。逆に，
有愁訴群では I 型・町型が多く無愁訴群と有意の差を示した。 (P<0.05) 
MPIの各尺度と鏡映描写テストとの利関について，まず外向性・内向性尺度との関係は各群聞で，
特に有意差はみられず，またうそ尺度との関係についても有意の差が示されなかった。


















3 )低血圧群のうち， MPI (N尺度)で高得点グループに属するものは，血圧の変動が少ないか，あ
っても動揺する傾向にある。
4 )以上の点から，低血圧群においてはストレスに対し，血圧が一定の上昇を示すものは愁訴が少な
く，上昇があっても神経症的傾向が高いものは愁訴が多くなることがわかった。
論文の審査結果の要旨
本態性低血圧症の概念については，従来より，低血圧そのものを疾病として認めるかどうかという
基本的な問題についてさえ，諸家の意見が異なり，発症・症状などについての検討があまりなされて
いない。
著者は，鏡映描写法を用いて情動負荷を行ない同時に連続的に血圧・脈拍を測定し，正常血圧・高
血圧症と対比して，低血圧症の内でも愁訴の有無によりストレスに対する反応が異なる事を認め，症
状発現と関係がある事を明らかにしたものであり，価値ある業績と考える。
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